







































































漢字 用例 品詞 語種 彰甲 彰乙 書陵 承空 彰考 書承
一 一尺 名 漢 〇 〇 〇 〇
一 一首 名 漢 〇 〇 歌
右 右大臣 名 漢 〇 〇 〇 〇
衛 兵衛 名 漢 〇 〇 〇 〇
願 願 名 漢 〇 〇 〇 〇
経 法花経 名 漢 〇 〇 法華経
経 法華経 名 漢 〇 〇 法花経
言 大納言 名 漢 〇 〇 〇 〇
三 三昧堂 名 漢 〇 〇 ナシ
侍 内侍 名 漢 〇 〇 ないし
尺 一尺 接尾 漢 〇 〇 〇 〇
臣 右大臣 名 漢 〇 〇 〇 〇
大 大かく 名 漢 〇 〇 〇 〇
大 大学 名 漢 〇 〇 たいかく
大 大臣 名 漢 〇 〇 大し
大 右大臣 名 漢 〇 〇 〇 〇
大 大納言 名 漢 〇 〇 〇 〇
大 大王 名 漢 〇 〇 たいわう
大 大し 名 漢 〇 〇 大臣
納 大納言 名 漢 〇 〇 〇 〇
兵 兵衛 名 漢 〇 〇 〇 〇
法 法花経 名 漢 〇 〇 法華経
法 法華経 名 漢 〇 〇 法花経
木 木丁 名 漢 〇 〇 几帳
花 法花経 名 漢 〇 〇 法華経
丁 木丁 名 漢 〇 〇 几帳
臣 大臣 名 漢 〇 〇 大し
首 一首 接尾 漢 〇 〇 歌
華 法華経 名 漢 〇 〇 法花経
相 宰相 名 漢 〇 〇 さいさう
王 大王 名 漢 〇 〇 たいわう
昧 三昧堂 名 漢 〇 〇 ナシ
帳 几帳 名 漢 〇 〇 木丁
屏 屏 名 漢 〇 〇 みね
宰 宰相 名 漢 〇 〇 さいさう
学 大学 名 漢 〇 〇 たいかく
堂 三昧堂 名 漢 〇 〇 ナシ
几 几帳 名 漢 〇 〇 木丁



























　漢字で表記された和語 192 語のうち 4つの伝本が一致しているものは 62例、
これとは別に彰考館甲本と同乙本が一致しているものが 33例、同じく承空本と
書陵部本が一致しているものが 49例であった。それぞれの群を越えて、3本が
一致しているものがわずかながら見えるものの、総体的には漢語の場合と同じく、
彰考館本群と承空本・書陵部本群で明確にグループの形成されていることが明ら
かである。
　独自の漢字表記となっている和語は、彰考館甲本が 1例（思ひ出づ）、乙本が
3例（よしのゝ川・おほつか浪・成）、承空本が 3例（みち中・うす物・いもせ川）、
書陵部本が 24例である。書陵部本では、「花橘」や「千鳥」「霜」「玉鉾」などの
名詞、「見す」「消ゆ」「出づ」「成る」「有」などの動詞のほか、副助詞「しも」を「霜」
と記す例もあった。和語においては、書陵部本の独自の漢字使用が特に目立って
いる。このことは、極めて近しい本文を持つ承空本が書陵部本の親本あるいは祖
本であったとしても、後代の伝本が生成される過程のどこかで表記が改められて
いることを表しており、またそもそも片仮名漢字交じりの表記が平仮名漢字交じ
りに改められているのであるから、両本の書承関係に直接的な接触を想定するこ
109
とには慎重でありたい。ただし承空本から書陵部本の本文が生成される可能性そ
のものは否定できないのは言うまでもない。
　他方、これまで書陵部本と彰考館本の近い関係が考えられてきたわけであるが、
こと表記の面から鑑みて、こちらもまた直接の書承関係は考えにくいのではない
だろうか。すなわち、漢語においても和語においても、互いに独自の漢字表記を
持っており、いったん漢字表記されたものを再び平仮名表記に開くということは
考えにくいからである。
3　まとめ
　前稿で触れることが出来なかった語種と表記の関係について、調査結果を示し、
その考察を行った。第 2節で述べたとおり、前稿で指摘した伝本の性質や総体的
な関係性および位置づけに関して、修正すべき点は見られない。各伝本の本文そ
のものは近しいものの、彰考館本群と承空本・書陵部本群の二つのグループははっ
きりと分けることができ、またグループ内でも特に後者は表記に相違するところ
が少なからず存在しており、それぞれの書承関係や伝来を考えるにあたっては、
このことを考慮する必要があるだろう。
